
添付資料② 
 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律施行令の一部を 

改正する政令（案）」に対する意見募集について 

（国内希少野生動植物種の追加等） 

 

１ 意見募集の状況 

（１） 意見提出者数 

意見提出方法 数 

FAX ０通 

郵送 １通 

電子メール １６通 

計 １７通 

 

（２） 整理した意見の総数（※下記の他、本件に関係ないもの ２件あり） 

・今回の改正政令案に係る意見 ８件 

・その他の意見 13 件 

 

２ 意見等の概要と意見に対する考え方について 

意見概要 件数 理由概要 頂いた意見に対する考え方 

【改正政令案に係る意見】 

１ （タンゴスジシマド

ジョウについて）国

内希少野生動植物種

とする根拠となる調

査研究不足のため、

指定候補とする意義

が疑われる。 

１ ・「河川の本流の中流域

の限られた範囲に生息

しており、支流での生息

は確認されていない。」

と記載されているが、意

見提出者が支流にも生

息することを確認して

いる（画像添付）。 

・本種はニシシマドジョ

ウに紛れるように生息

しており、1地点につき

数個体程度のシマドジ

ョウ属の採集では生息

地を見落とす恐れがあ

る。 

本種の国内希少野生動植物へ

の指定は、過去の調査研究や

当省にて実施した現地調査の

結果をもとに実施しておりま

す。現地調査の際は生息の可

能性のある複数地点において

魚類が概ね捕獲できなくなる

程度の調査を行い、本種は個

体数及び生息範囲が非常に限

られることが明らかになった

ため指定するものです。ご理

解いただきますようお願いし

ます。 

２ オガサワラヌマエビ

を種の保存法に入れ

１ ・現状過度の採集圧がか

かっているとは到底思

本種は非常に限られた地域に

のみ分布しており、河川の分



るのは早計である。

将来商業的な乱獲を

心配し、予防的に指

定したいのであれば

特定第二種が妥当で

ある。 

えない。 

・人々から採集・飼育の

経験を奪う形になる。採

集や飼育により、生態を

間近で観察する等の、生

態系サービスの恩恵を

受ける機会を人々から

奪う。 

断化や外来種等複数の要因に

より生息が脅かされているこ

とから、国内希少野生動植物

への指定をするものです。 

３ （主に小型コウモリ

２種について）指定

前に分布や生態など

の基礎調査などは行

われたのか。また、

指定後の定期的およ

び継続したモニタリ

ング調査などは行う

予定はあるのか。 

１ 当該２種は、少なくとも

沖縄本島において現在

までまとまった調査研

究というものはなされ

ているとは聞いていな

い。指定前に一定程度の

基礎調査を行う必要が

ある。また、指定後に継

続して定期的なモニタ

リング調査を行わない

と、悪影響があった際に

保全が手遅れにならな

いか危惧する。 

当該２種の指定にあたって

は、複数の学識経験者からの

情報収集を行い、既存の調査

の実施状況の把握に努めまし

た。 

当該２種の生息状況に関して

は依然として不明な点があり

ますが、分布域が限られ生息

確認事例が少ないことや開発

等の種の存続を脅かす要因が

あることを踏まえ、国内希少

野生動植物種に指定するもの

です。今後も必要に応じ調査

や情報収集を実施してまいり

ます。 

４ なぜ、ほぼ基礎情報

が無いリュウキュウ

テングコウモリが指

定されるのか。 

指定されるなら指定

後のモニタリング調

査をお願いしたい。 

１ ・本種はほぼ基礎情報が

ないのが現状で、一見個

体数が非常に少なく生

息域が限定されている

ようにみえる。しかし、

調査がされていない現

状では、それが調査不足

のためなのか、個体数が

少ないためなのか判断

できない。 

・指定後も相変わらず現

状が解らないのでは指

定した意味もなく、有効

本種はまれにしか確認され

ず、詳細な個体数把握が難し

い種ですが、分布域が限られ

ており開発等の種の存続を脅

かす要因もあることから国内

希少野生動植物種に指定する

ものです。今後も必要に応じ

調査や情報収集を実施してま

いります。 



な保全もできないため。 

５ （クロコシジロウミ

ツバメについて）本

種の指定は適当。今

後、国の指導により、

本種の保全が積極的

になされていくこと

を期待 

１ 主要な繁殖地で近年激

減しているため。 

今後、当該種の保全を推進し

てまいります。 

６ （ムラサキカラマツ

について）種子の採

種等の禁止をやめて

ほしい 

１ ・山野草栽培の趣味家の

間では種子の交換を行

っている。 

・栽培品由来の種子の流

通は園芸採取を抑制す

ることにも繋がると期

待。 

・規制を受けると種子が

配付できなくなるため。 

種子の採取規制の対象となっ

た種については野生の個体か

らの種子の採取は禁止されま

すが、人の栽培下において繁

殖させた個体からの種子の採

取は規制の対象外となりま

す。ムラサキカラマツは特定

第一種国内希少野生動植物種

に指定されるため法第十二条

第二項により個体等（種子を

含む）の譲渡しは規制されま

せん。ただし、事業として行

う者は法第三十条第一項に基

づく特定国内種事業者の届出

をした上で第三十一条第二項

に基づく台帳を記録し、同条

第三項に基づく届出番号等の

表示をしなければならないこ

とにご留意ください。 

７ 現在指定されている

国内希少動植物種の

特定第一種国内希少

動植物種への見直し

を積極的にしていた

だきたい。 

１ ・現在指定されている国

内希少動植物種の中に

は組織培養等の方法に

より繁殖可能な種があ

るため。 

・購入で手に入らない種

には野外に生育する個

体が採取される恐れが

あるため。 

国内希少野生動植物種の選定

又は解除に関する提案の募集

を１月10日に開始しましたの

で、適宜ご活用いただければ

幸いです。 

 



８ 鳥類の一種を希少種

に指定していただき

たい。 

※具体的種名は伏せ

ております。 

１ ・生息調査を実施してき

たが、工事による影響が

大きいと考えられるこ

とから、本種を希少種に

指定し、人為的影響を極

力減らすことが求めら

れる。 

国内希少野生動植物種の選定

又は解除に関する提案の募集

を１月10日に開始しましたの

で、適宜ご活用いただければ

幸いです。 

 

【その他の意見】 

１ コシノハゼについて

は早急に保護区を設

けるなどして生息地

の保全を行うべき 

１ － ご意見は、今後の保全対策検

討の参考とさせていただきま

す。 

２ 特定第一種国内希少

野生動植物種に該当

せず、生息環境の悪

化や分布域の縮小が

確認または推定され

る種に関しては、原

則として全種を生息

地等保護区または保

護増殖事業の対象と

すべき。 

１ ・国内希少野生動植物種

への指定だけでは、採集

圧で減少した種を保全

することは出来ても、そ

の他の要因で減少して

いる種に関しては根本

的解決に結びつかない

ため。 

ご意見は、今後の保全対策検

討の参考とさせていただきま

す。 

３ 指定種数増を目的化

するよりも、「種の保

存」を円滑に行うた

めの手続きの簡略化

や、高い保護増殖技

術を持つ民間企業や

個人の協力を仰げる

ような法整備を進め

るべき。 

１ ・生息域外保全や保護増

殖技術の研究を担う、動

植物園や研究機関の予

算および人員規模が限

られている状況がある

ため。 

・単に指定種を増やすだ

けでは、規制により対策

等がしにくくなるため、

何の対策も講じられぬ

まま絶滅する種が増え

る懸念がある。 

種の保存法では、法第四十六

条第二項による確認や同条第

三項による認定により、地方

公共団体や、国及び地方公共

団体以外の者でも保護増殖事

業を実施することができるこ

ととなっております。 

また、平成 29 年度の法改正に

より、希少種の保護増殖とい

う点で適切な施設および能力

を有する動植物園等を認定す

る制度を創設いたしました。

認定された動植物園の間で

は、希少種の移動に関する手



続きが緩和されます。 

４ 国内希少野生動植物

種に指定したい候補

種を予め公表し、保

護増殖や飼育を確立

出来ている企業や個

人があれば申し出て

もらい、場合によっ

ては指定を見送った

り、特定種指定した

りする方法が考えら

れる。 

１ ・特に個人で累代飼育さ

れている希少種は、指定

によって分譲も不可能

となり、増殖技術ごと消

失してしまう結末も考

えられるため。 

指定前の駆け込み捕獲・採取

のおそれがあるため、国内希

少野生動植物種の候補種のあ

らかじめ公表することはして

おりません。 

５ 保護増殖技術と飼育

個体群を確立済と確

認できた個人を、特

定国内種事業者とし

て登録し、分与のみ

許可し、毎年増殖個

体数と分与個体数の

提出を義務化する等

の方策も検討すべ

き。 

１ ・特に個人で累代飼育さ

れている希少種は、指定

によって分譲も不可能

となり、増殖技術ごと消

失してしまう結末も考

えられるため。 

法第三十条に基づく特定第一

種国内希少野生動植物種の譲

渡し等を伴う事業者の届出

は、個人からも可能です。 

６ オークションで野生

動植物種を取り扱え

る業者を登録制にす

るなど、不特定多数

による小遣い稼ぎ的

な出品ができないよ

うな法整備を進める

べき。 

１ ・インターネットオーク

ション目的の乱獲が、採

取により希少種を絶滅

に近づける要因となっ

ているため。 

種の保存法に基づく国内希少

野生動植物種は、法第十二条

に基づく譲渡し、譲受け、引

渡し若しくは引取り（以下「譲

渡し等」。）や、法第十七条に

基づく販売又は頒布する目的

での陳列や広告が規制されま

す。また、特定第一種国内希

少野生動植物種については、

譲渡し等の規制はありません

が、法第三十条第一項に基づ

く特定第一種国内希少野生動

植物種の譲渡し等を伴う事業

を行う者は、同条に基づく事



業者の届出をした上で、法第

三十一条第二項に基づく台帳

を記録し、同条第三項に基づ

く届出番号等の表示をしなけ

ればならないこととなってお

ります。以上はインターネッ

トオークションを利用して事

業を行う場合についても適用

されます。 

７ 現行でこの度指定さ

れる動植物を飼養し

ている例があって繁

殖にも成功している

例もある、そこで得

られた知見を個体群

など保全に必要な条

件を満たした上で活

用する意図はないの

か、保全努力が足り

ないのでは？ 

１ ・今回指定される動植物

を飼養・繁殖している例

がある。 

ご意見は今後の参考とさせて

いただきます。 

８ 本件に係るパブリッ

クコメントの実施時

期について、公表が

年末の仕事納め間際

で、意見募集締め切

りが新年の仕事開始

直後なのは不適当。 

 

１ ・図書館などの多くの公

的機関が開いていない

時期であり、資料が集め

られない。 

・長期休暇の時期である

ため研究者の多くは国

内外のフィールドにお

ける長期調査を計画す

る時期です。そうでなく

ても家庭での用事に翻

弄されている人が多い

ことが予想される。 

・そのような、意見を出

すための資料をしらべ

まとめにくいような時

期に意見募集を行うこ

指定前の捕獲・採取を可能な

限り防ぐため、平成 30 年度希

少野生動植物種専門家科学委

員会の開催後最短の日程での

パブリックコメントとさせて

いただきました。短い期間の

実施となり申し訳ございませ

んが、ご理解のほどよろしく

お願いします。いただいたご

意見は、今後の参考とさせて

いただきます。 



とは、「国民の皆様から

広く御意見をお聞きす

る・・・」という趣旨に

反するのでは。 

９ 新聞報道で「2030 年

までに 700 種の希少

種指定を目指してい

る」とあるが、最初

に種数を決めてしま

うのはおかしいので

はないか。 

１ 種数ありきで進めてし

まうと、目標種数をクリ

アするために、指定する

種の重要度、緊急度のば

らつきが大きくなり、結

果として指定する基準

がぼやけてしまうので

はないか。本当に緊急度

の高い種だけを指定す

るようにし、逆に種数を

限定することで、重要度

を目立たせ保全に有効

な手がとれるようにな

るのではないか。 

平成29年度の種の保存法改正

時の国会附帯決議により、当

面、2030 年度までに 700 種を

指定することを目指し、候補

種の選定について検討するこ

とが求められています。附帯

決議において示された数字は

施策進捗の目安となるもので

す。それぞれの種の指定は科

学的知見を踏まえて適切に行

ってまいります。 

10 （クロコシジロウミ

ツバメについて）主

要な繁殖地におい

て、本種の個体群維

持のために、クロコ

シジロウミツバメだ

けが造巣できる営巣

環境を整備し、一定

のつがい数の繁殖を

安定的に確保するこ

とが必要。 

※具体的生息地名は

伏せております。 

１ 主要な繁殖地において

は、オオミズナギドリの

高密度な繁殖が障害と

なっており、本種の個体

群の回復については大

変厳しい状況。 

繁殖地の一部では、当省によ

る繁殖状況調査及び土留柵、

金網設置等の土壌流出防止事

業を実施しているところで

す。ご意見は、今後の保全対

策検討の参考とさせていただ

きます。 

11 （クロコシジロウミ

ツバメについて）あ

る生息地について、

国指定鳥獣保護区に

指定するとともに、

１ ・該当する生息地は、オ

オミズナギドリに破壊

されておらず、本種が繁

殖できる良い条件を整

えている。 

該当する生息地は、国立公園

第一種特別地域と県指定鳥獣

保護区特別保護地区に指定さ

れており、保全が図られてい

ます。ご意見は、今後の保全



本種の生息数を把握

し、その動向をモニ

タリングすることが

個体群全体の保全に

繋がるため、至急実

行することを提案。 

※具体的生息地名は

伏せております。 

・本種の巣数を把握する

ために相当な時間が必

要。 

施策の参考とさせていただき

ます。 

12 シマハヤブサをレッ

ドリストにおいて EX

とすることについて

再検討していただき

たい。冬季に鳥島海

域に生息するハヤブ

サの学術的位置を明

らかにする必要があ

るため国として調査

していただきたい。 

１ ・標本の DNA 検査を実施

していない場合には実

施する必要がある。 

・冬期に鳥島海域に生息

するハヤブサは本州の

ハヤブサと色彩が異な

るほか、小笠原諸島又は

伊豆諸島由来の個体群

と推測されるが、正体が

分かっておらず、未知の

亜種かシマハヤブサで

ある可能性を否定でき

ない。 

本種については、日本鳥学会

の日本鳥類目録改訂第７版に

おいて絶滅と判断されたこと

を受けてレッドリストでも同

様の見直しを行ったもので

す。 

13 （ヒュウガホシクサ

について） 

具体的な保護も考え

る必要があるのでは

ないか。 

１ ・本種が自生する範囲は

大変狭い範囲であり、一

瞬にしてまた絶滅する

ことも考えられないわ

けではない。 

ご意見は、今後の保全対策検

討の参考とさせていただきま

す。 

 


